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今秋のヲミ女学会年会Iま，10月6日， 6自の何回， 4 年ぶりに水沢の綿l広観測'~iでHわれた.

そ J.i.. Iこ先立って，日本測地学会の~~会も問所で闘かれ， 5日の!Iユflil'I"1，，.Ijjγ会JI;.1?t(/)形か f~

bれて，下旬のように両方に附速をもっ研究の発袋があった.なれ・~I!会の i河~J二河会を t，;Mh. l

た方，々の名を次に犯して~;訟を荻したャ.

(鈴 1日) e:海水政岐，給元n尖， Jk内消，営地i攻 ~J

〈俗 2日〉 茨木俊!.lJ， :tIQ '1'武夫，f誇~国治

研究発表の要旨

第 1日午前の郡
〈臼本測地学会と共1un

満洲J測地E隻織の吟味: 抗水ml. Jjj'[図鎚久〈地理調低

所〉 満洲の測地臨4震に対する原点の泌原補正 ・基準

術円体'ii¥'数〈べ yセJレ〉紛正として次の似Crは m.
e.)をぬた.

8'(00:::;: -0~516土0':399， 81po(l:::;: +2: 048土0':402，

oceJOl1:::;: -0:'010土0.4例

く8a/a)10・=+0.2262rO.1531
く8α=+144.3土82.7m)

鈎no・=ー0.1029土0.03“
く9{=1/308.65，1/312.0く¥lk1/305.5)

観測資料は大正保又古氏の場合 (1942)と同 じである

が，取{及い方は Otlω“自f米知童文に加えたことと，すべ
ての天文方位観測11(f~~ï.Qブ'Jl~式にとり入れたという ­

)!t;いがある.各二己;1JI誌のラプラスll!iJ余ι治水が求め
たラプラスJIl1J余条件式の係数について捌べると，その

分布が不自然であり，測地邸機が2援を受けているので

これは測地泌械系の定めiiから税WJできる.従って8
2ドの測地邸機系のようにラプラス剰余から {JtpOU等を

求めることは，このj~合;~ðではない.

B潟両測地E耐震系の豊富iIと臼本測地E剖襲来: 約水

顕(地磁調査所) 2つの測池康保系を統一すること

には，同座標原点でラプラス条約-を満たすようにすべ

きであるとの立場から，ぷの測地学会で発表した数式

をJlJいて，東京原点の測地底綴補正値およびベッセ1(，

m円体〈東京・長谷聞を近似する〉の常数補正値を求
めて次の似を得た.ただし長芸品原点の測地陸線補正似

{ま，ÔIPFt'J= ー 0~616， o.lJl' = + 2':048， dttlt' :::;:0':000を

仮定した.

8fP1"/ = + 1 0':073土0':030，8.l'l・9:::;:- 12~248土0:・032.

80:".“=+4~40土1:'88

(iJa/a)10'=ー0.1066土0.0784(oαー-G7.9m)，
ol)(・10S:::;:ー0.0895土O.0300(9{:::;: 1/307 .4) 

東京原点のAil・i線{j"j仰のが(として従-*のものは(広
瀬氏の天文了均値は例外として) I:.leのM!に泣いから，
少 4 とも測地磁開に|泌する限り ni，~地以ではべ y セル

紛肉体~WJflすることは災状にI~l しているとみなしう

る.

East Indiesにおける Geoiclの起伏: J'I'井忠ニ

く京大型〉肋制I~に附る Sア iJ: くλI1J • .&.:~) 
を拡'jJまして， Geoidの起伏を求める:r¥を渇いた.応月j

の一例として.East Jndiesの挑IIfr紋に沿って.Ge-

oidの起伏さ:;JtV) t.ょ.840kmのIIIJ:こ，仰の)j(11i)へ

向かって 16mくらし、， Geoidがr.'jくなっている

.総度におけるザムナー綿: 泌 " 必「水山首;10

天文航法においてメル力卜ーJレi位以1::<1および、fJH伐IJU

閣に他iitの線をile人したtlj介に生ずる3iiFι側べた

純度旬、まではメノレjJトーノレ投{払 700以上では、I':q.j-

投影をJIJ\，、れば，どLì.'~~:t十分小ぷくなり，ことに 86ゆ

以上では抗tiI{fit.1げについてtIljJ.!!:. )j悩(!:-，lj.t:tするかわ

りに， R1本のJJ;抑・グリニジUijfCJか f> U'Uま f\L~，~の総合

記入するブi泌が似利である.三.PZT 是々系について: J花JG正久・小H汲Lむ
α!.h!.天文台) PZTに似mずる引の他似合過去211・
間の PZTω~Jn身から決定した そのね..m~ f'f.r，1 
観測， FK3，或いは N30 糸と比較したU~'í'iの系統λ

を調べた. 占有1総については子午r:tによるお IJ~との疋は

殆どない.また 7'午{ìlの級制~!X~ (Iìú・~U!:杭tu年から決

定される〉および FK3系のぷxによってJ足I!J.Jがつく .
しかし(o'{JFZT f&測にも ~I:J羽 f(iをもっ系統ら;';1':n;多少
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あり未解決でoる.JJ;仰についてはGC;Y，と比似する
と大きな糸統々が比らJtるが，その人・部は GCそのも

のにあるようである.ま I.:.UtJ![変化問決!なIll~~t.l1，刈の

紡*と比較して見た.このr.lJにほかたり Xしし、l'1i;μ

られる.しかしこのJIlJlfIJlFl際総測が災前?とも見られる

ので，我々のJJ(~Jj.糸に)tTる批判には利)1J'7':!!ない.

水i尺のPZTの積度lこ関する一考察: r'~:j.A、 ，[1 次 Wi

~観測所〉 水沢のPZTの鋭的lには832似のぬみに一つ
の飛びが時々あらわれ~.このあHJ~を調べるため，名

手Rの紛M的の444JEjをJ'，)べてみたが，測定の;ぬ1'11内でー

況でありこのJ1~ぴの阿川であるとは思われない， (1.(¥ 

A'JJl!広告，位~IJI. 1:のI1史的iの納み，)JHi.!JJ等)ねI'，Jはゴバ古都
のロータリーの 180・1"1転の不完全さが突然に生ずる
ことに広{闘がめるらしい.

PZ'f乾板宇給量生と臓溜変化: JIU r~l!.l.'， ~主〈制圧ωilWñ)
PZTでは，つの尽の仰を 4例IIU践するがそのみま正方
向の 2つの倣H\Jのfl1出t~ðQII~ し，これがjElì~;に 70 妙

である処から!ft:J.以'iit放を%仮1J~に決定した. ';'i:IJ<似の

-1~がーつの依似からの内部ぷ去と l，ölNJ!tなので， ~~f・4

1，~に常数念公証iす~必~はないと思われる.この、子均

4べからの~'~J~から光州に対する侭ì4: 1を求めたがこれは

測定ぷl~の純1111内である， "佐吃』仮反古常V~数kが章乾t印事仮」のg中lドJ 心心、カか‘ Iら〉

のm距1側蹴tによつて変化する?向綿ij削1官l分はy光tじど“.βう午‘'~;

縦!脱l悦先の{伸』中ド紛紺iの{何呼れかであると主考句.えられるカが"佼F陀i.:u.似!1.fωIjlに.:::~;総J法官
そ子子r子"IJが:J非ド?常誌にi迎佳うのでたとしてf後妥ι針.の弱紙f凶によるもので
あると玉考管えられる.

E.T.D.による経度織度方位角の同時決定につい

て: 坪川攻恒 ・北郷{伽11(j也J!I!，~'~先jfr) E.T.D.は

J，R (Eまでは'!I.ら絞J!t(I'~I，.、{ま11年1l 1J)級制のために使m

~hているが，この叉・光怖を二， .改造して)，1，が(f:.Gi:

のmll・I悶〈卯i'~絡をfr.めて〉を純泌する時幻I~観測す

るようにすることができる:この災;況を用いれば，絡

I~・U~1.正tカ1也/1)を J，ij ll年{こrÆÁ{することができるから~If外

での精密測定にはi淡に能市的である.:Aにアλ トロラ

ーべに対して使mする)jiJ;も;..nぺた.
樋望遠鏡の傾剣測定装.について: 松本以J!j:， 1刻

u出荷(点J~(天文台) 11!S;Uotfi-の綴勺土品、S立には従

来米政儀刈タルコヅト;j('V1I援を付して傾斜を測定して

いたが， f，1，j>itしたままで，しかも書記H年間の11日附1!:おい

て傾斜を測定する時には水門司裁は会〈役になたないこ

とがわかった.そのため今年よりオ(i民主主を{史J1lナる傾

斜計を製作し，このね完成した.利点は (1)水銀i(li

よりの反射光と平IIlIガラスよりの反射光を利用し，光

令系の変伎と，対物3売と乾板との変化とを分射したこ
と.(2)対物3認の糸んど会泌がbH般とこの銭円の人工

!込像との同)Jを給ぶ作Jf1をするので， liim.による不正

肢のWI大がない.(3)己主j告が.1t絞的主主役・なこと.欠点

lま駁動があると佼JTJできないことである.この~~，i'lで

は純度{ま相当地大する見込みである.

東京天文台における綾度変化について: !笠原霊(Wll!

F!l~lti)約 1948 "1'以後地問調的WII; 行った東I;t)~

文子?における紛I!I鋭測を'jrtJlUした結束， m悩の非桁iこ
大きし‘fH~J刻jのr，;j地的純度変化ヵ:示された. f::~tlJ\は

:t0':2，周期はサイクルヵ:完成していないので聡尖で

はないが 10 年1・~J.度である . 水沢のお("I!It.:化と比較し

てその災前性を示した.

水沢の経疫の突然変化についての一希望誕: 尚水吊

次〈純度観測所〉 ・ーつの似?とであるが. ;j(il{の絡!吹

か 19511-1955~rそのIUIに一つのj硲びを示してレる.こ

れは一体何が原闘であろうか.実在し1ゆるものであろ

うか.これを.tt!l鍛のゆるみのlI!j'JUlとの相|却に於L、てと

らえてみた.大体の見当では相聞のあるらしいことが

わかるが，J~i(õに災われないi!.} の:的のぷ ;2として災発

的に生ずるものらしい.

水沢に於ける時制限J買崎吉果のB遡的変化について:

切削iE)f(tt~T!!観測所) 1953 ~ド 1 月から 65 年 9 月

まで，Jj;絡を 1.511年IlIjWこ区切って 16の制j問jプログラ

ムを定めchainmethod により 11キ刈奴測さ~:m'をした.

各ク.ループ悠の級dl'J*，';mと JJYの受:Mによる結汲と
の;U，"41とし， ・伐のi1!制した級制から ん-41_1

を求めた. これを 4a，とすると さつd向 =0とするこ
とにより 4l~ を鉱山すると

d岨=10.16・sin(a:-9'66')+7.94・sin(2町+101058')

となった.これをA・コプフて宇治:出した N30-FK3と

較べるとi'fJ&:り似通っている.但し水沢の観測で{よ

FK3 1!:f!応Jllしている.

)，Ilterru Refrllctionの時刻観測への量影響: 限必

虫学〈班点天文台)1951-66年の6カ年・1-:均のtiir!!j，
制御崎，愉tbおよひ:1111手?のIt，~h;，i 26 kmに川る)i(匁級

iJIIJM.!l~ 1!:.rnいて，点以H;!!に於けるyí:.や，)句写;!~長及率制の
1 dρ 

傾斜念館定した.これ{' v を来してρ:jJ:汚迄間分
』 ρ'~ d九

すれば，四fl'actionを支配する:k効傾斜JrJo"lf 1}:ボ

められる.この給JI~(ま次衣のiìIíりで，ヌi:際上時j'J観測

への影符lま無視しのる搾皮=であることが'1.1った.

1 )~ 4 )1 7刀 10月

EWI  feeff +OJ20-o:07-OJ08-0:03 
0'U.S29 SH司 hr-t 111ー

4T + ー0.10 -0.12 -0，04 

$ i'可向

(8'11 -0:69 -0:66 -0:08 -0:65 
N-sr 
¥.dZ -07011 -07010 -0':001 -0ケ012
@筋肉

極電量書置の長径と中心の運動: 必生市ー二郎(~度観測
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所〉 桜軌道はー絞にf(i内在磁く.1900年以降発表さ

れた復磁襟を一様な系に統一し， これを ω~+2hxy

+2g沼+2fY+c=0Iこ入れ最小路衆法で， 6仰の係数

を求める.この係数を用いて磁線総lの回転f/.jと中心を

求める.これを 1900-1955 年迄 1~ 10 {i~jの点を佼・

って追跡する.有心，無心曲線の判定を行うと7tiど柿

i司で 1) 将11司祭納{玄 800E と 700W の問を 4~8 {.手

の周期で往復運動する. 2)中心はH寺計廻り をしなが

ら東から西へ進む.

様辺地獄に対する回転運動理論: 高木正次〈総JJ[総

測所〉 前報告に引き絞いて， ある地球物理母のデー

タを利用した.ti:H~地球の回転巡勤を数(IIX的に解いた .

ウーラーvの解いたオポノレツエルi況の解法が適用しか
ねることを発見したので，オイラーのJ.~・2ド王てから解い

て，fl!H金主命hの回転判I!と関する運動を数秘的に求めた.

その結果いわゆるオポルツエノレ岐について剛体.I1!!.J;!;か

らの去をが約 10J~ j!j:く生ずることが算出された.これ

らからの結果とウーラードの結果との授を求めた.

緯度変化から求められた地球の三験不等について:

須川カ(総&fij!測所〉 卵性体地ままにおいてチャンド

ラ-Hí円の長~.mと短~4ilとの比が地球の赤i直前内の主慣

性能率A，Bの王監 (A-B)に依移することから，地

球の三取b不等を推定することをこころみた.19∞.0 
年以来の悶際共同総度観測の資料からチャンドラ一周

期の長短に応じ， ト 8&'手の期間に分けて各期間侮に

チャンドラ一階円を求め，その長制!と短取IJ比および路

側l方向を計算し，それから地球の赤道術円の長柄h方向

および赤:iE半径の法I![Jち三恥IJ不等を推z';tして，従来の
へルマート，ハイスカーネユペ等によって求めら仇たm
カより毒事かれた三れh不等の結以と比較してみた.1906 

-18 ~のJUJ問は紛l!，t綬測から求めた似と涯カから求

めた他とオーダーがよく合うが，その他は一般に純度

観測からのプJが犬きく，時期によってJ毛布h方向も， 三

としてその係数さつドめ， これかうポ!f~j前訟を山すので

ある.同際的l良~t\!ìllIJ では 1，1J じ hl)ot~:t{ドのうちのJ，;Jし時

JU)(こ観測されるので太附の政経!こi対1・ゐ以はこの係21F

から取り去られるのでtijl合がよし、W k :r~l.~I:tII~it 二 íl"ì

Eおされた'J 、さな市illlj1Âは側々わt~~lllf，I'(にへれゐょとな

しにーねして35・える.ただパアーマンのHhlEだけw・2
轡があるのでJ1、ド均似{こ入れるつもりで.11・却した.

1955~6 月 20 日皆既日食観測報告 (ll の 均 一映ii1ii

連続嫁影による綾鼻盛時刻決忠その他: 大IUfrll'II!Jjくノ，)，

総務1) 上記日nの市2，符i3 1itiiJP.時匁lを:dlIJ:.起すφの

に，各路島J!の11'(liij i l'(後のよ陥~j決uúiにJ1~t!;し.フ(Jレ

ム」二の{設のluifえな測光31・によって測った ωIJ(こλ;問1(11

の光瓜ヲ}.(Iiを仮定して，-.三rI)J J~太陽の光度変化ιi十

t7:し，これと測光された111'iとをJt似して泌TUlllii~IJ 1.: ~ 

めた.m3 桜I独時の決定(:1:失敗したが~司}2 llif'l1!1I与と

して 311 42川1.4~士1.8" U .T.を1fJ.t.;・

光'l.ltiJ!リ光による幾触時動jの澗定価について: 鈴ぶ

裕一〈水路皆fO 1955午6n 20日のヴェトナムにお

ける符i既日食鋭lWHま船」ニでも後j政l将来IJの測定可能の}j
法として， IJ食|時における反射光会)t'il!流に変えlJ，~L! 

させるプIjj去五fとり， 鈎iU1J鉛“つがる"前BjlllJ似上に

40cm平方・のI-=IMをおきこの反射Yとを火;'i¥1W(lP21) 

にとらえ前流J~稿総を過してインク、15きオシログラフ

に自記させた. ~~2 ， ~43 接触をf対象としたのでベー

リーのビーズの消火および山現付近の光公の後化か記

録されることを慰んだがキぃtql21業触数秒前からのt<:

化をとらえることが出*この1111紛から第2.m31妥fal:

IJ寺A1Jとして U. T. 3h4111)59.. 6， 31• 48"・47."4t:::'とり
.dL0=+1ケ0，.dβ0=0':0とするとメ;仰に対すゐ)Jの

相対的なMiJfとして .dL::::-2':74 が1~f ら Jl， こ())メ訂正

測光11年刻に対応するpjの午後は 0.272404でわった

午後の部

軸不全r;;も変動しており，探して本質的な地球の形状変・ タルコット水2債総に対する体温剣I泉: ;-j I:銭(締役怠

イじが内部情巡の変化にとどまるか，服部忠彦氏の統一 観測)ff) 天刑俄のタルコッ ト 7J< IV\ ~!lU: téQ~IMの 体制

的体系にもとづく X，Y から求めた結_!:!~ともJヒ較しな の影仰を受けて安{!包が見かけ上の宮めきを示すが，その

がらえま干の考祭を加えてみた.なお1.919~l・以後の地 影響が実際の観測1，((にも大きく現われ，また逆にM'!mIJ

球赤道的円の長車dl方向が平均して経JJt00 のグリニッ によって体減効!.l!の係数がわかるのはJ.'dI~リtJ.広・大縦制

チの方向から西経 80'の方向に突然変化しており， 1待をア利j有するマイクロメータ-10'(の11'J.!測である.

1919年あたりを淡にして何らかの地球の形状の災変 1951年5)j-1954作6)1に行われた 253例のI.'.J似

の平手恋したことの暗示の一つの資料となろう 星観測を殺約して体温効*の係数を求め， 1.'4似Jllj税制j

水i尺の緯度観測と2震動常数〈予報): 服部i忠彦(綿 の場合の体j仏先IHf1:!こ対するilli正}，((C;Kめた.同時にfist
皮観測所) 1936.0年から 1955.011三までの水沢にお 度観測に対しては約 25~ の天mb1i~'lltをもったものに対

ける総度観測怖から宣言動常数を決定するため計算を進 しては冬期 Oケ01 にilJ:い補正を必~とするがJJUEのII~

めてきたが，その方法を今までのぞり方と多少変廷し 際純度観測プログラムでは犬TJ1~lilílitのJIk大Lt~:~}23'で

て従来のように猿勤係数で解く代りに smQ， cos Q あり，殆ど体j盆先/)泉の影務は考!仮する必涯がIs.レこと
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を絡めた.今(illの{本iM効Z誌の係数は先{こ特別に主力!誌を

大』こするようにし以験紙紡制側J引峨却娘4によゐ州祁紘仰側酬;誠訓捌出側削~{I州4和釘似1"内'1の ; ωであ
つたζとfぽま2実だ験

2 

錦閉度l'i鍍提測に於ける草舵t4板疲測定の個人幾: 後1必j縦長J必ι(i.抑Jiな，官'U~段~

観測y所貯) .;花{;~似託上に t似h“;られた 1氾tιi自像虫m附iリjのp刈J~日~1'，斗ムを t必」功~)定芝し

て口々の純t瓜免安'が I附11 失れているが測え定:にぷぷ~ l.~があればそ

のまま紛度の34午として現われてくる.、ニJl守のS:涯

を少くするためにはり也似はぶおの他れな火似して測定

しまた測定.x.も人が符ノィ測定して平J{..J(11'( ~ J J '-J-~1;にす
る.しかし光伎のlI(tいほr峨!J'主点々が大となり I，J.jd(!J定
必・の出したt!UJrのfI((も大きくなる.このlll!き dψ と:Ji;.
J~の関係僚j(;f.!r 7. O~ をと総えるとおにíWJí'~~!}，';ψ;大と

なり，また d伊のUlJ!.rの分.(GIIIJtt，!をJI明いてみるとめ.大
がU納から少しずれていることが分る.このずれは両

測定名・の似1人々になると4忠われる.そのが(は士':02;f・I~

1交のものである.

1954-1955 ~手における管片時計の運行について:

石井久〈紛度鋭測所) 1966年5刀から 1966{Iミ8月

までの迎行について凋べて次の紡採がねられた.外国

'flll~受IW待の 5-10分liJJのWI克について 11/.'J笈化をi調

べたが， 線、められなかった.またこの砂JJrの)J平均は

1955 ~.事 7 月のー0.5ms/minから 1956"1三1)Jの-

2.2ms/minまでのt.:dlbを見た.PZTU測に利用され

ているので比較の制度を逆行の前線性からの~;賀市(l.il.E 

で与えると. 2 11~nnから 8時間の観測時IIIlý'では 0. 2

-1.0 m.s， 大体所JOJの口 I'~を達しているぼである .

地球自転速度の季節度化(続殺): td.<.a::pIVf' I出1怖

がii行(東京天文・イ1) 1952-55 {ドにn:るワシントンお

よびグリエ γ ジの1l\ "III，I1~altrf.の;!I!H r::- ， ワシントンお

よびリッチモンドの PZT による制民'Jt'i'l~ と比約して，

地球I!'転の刈JOJ2t化~分隊r.t定した.なお水I'II'，U，~'J I'の

経1，1;変化の決定には UT2 系にiV~拠してJiíjluJ制if t?のtl，\

合より挺に必町litdUJ した.紡来~ま次のi泊 りで谷係数の

SDは :t2msでめる.
'へ_ I ー・ .._ 

.dS=A sin ，;;:: j +B cos';:“i+Csin :~.~ j 365 J ， -~-Y 3師 365J 

+D COS4πj ms 
365 

A B C D 
e“‘ 111M 111九時 1II.fII: 

1962 23.1 -14.5 -6.4 7.3 

1953 22.0 -8.5 -11.6 7.4 
1964 23.6 -16.7 -8.4 6.5 

1955 16.5 -18.1 -6.8 7.1 

Mean 21.0 -14.5 -6.3 7.1 

原子園寺系と~文時系との比較: 'l!.!; J也政υj(で‘ぷ天文-

{i) 波大・ 相聞研究なで運転中のシュタルクおよび

-t!ーマ Y~1J巣手tlJllのアンモニヤ吸収総原子lI~ii!tを液京

人λ-ft決定の世界時 UT2と比較し.1956 iド31Jより

9月のHlJに次の紡*をえた t

.予.lLJI，'，j波数:23，870， 131・02:t0.05 kc (90 ~G の

日制限界);単独測定の卵期悩そ:土0.16kc (土0.67

xl0・&)

これに上れば，こんごは主主回の測定から， 10・'の

if似i温度の変動が検出で(:， 十数回の測定からは 5x

1O-uのf!l'iWJが判明する. そのf己~!終!ま 1 ~G である.

VJに，この実験の6ヵ)JIU]には UT2の系統23Pはそ

の!J;J.交で土4x 10-uであった.

三自隆夫1賀鯵の恒星の赤経について: 安田会総 ・原

JI'!JJ ('tr京天文台〉 二t'.I:子'r-l'Jで三m天的史 521{i併
の似iJllJ 会し，その紡・取を.2~.KTti監カタログとJt似し

モの系統&:は，rdJ.f1・のn~f，俣のぷとして説明される.ま

た N30と比較しFK3とN30の系統穏を=与えれば，

N30ともよく一致している.これらの結果から.-f'，ニ

mで1tl!j)l'JされたIJJJまFK3，~長によく一致している . ，IJ; 
綬の観測制度 土.50005以ド 84~G :t.sO∞5以上(1
16 ~G . 一つのJ11の平均観測líll数 16 回.

人工滞星陵: 総久保戊 .)J;flB光次郎総々な工業

i位4・t!1!1lらグラ インダー.till初炉，電気目立びに11ス総伐

の火花から，流~1ll~m似の微枝子を検出し，これを人

工流!J!I泉とよぶ.このものは天然のものより一般に大

きく，正{径 30-40μ のものが最も多く. j，{i1uが少し

くfJl?itな感じがするが，色調， )彰状等fi~ど天然のもの

・と反}JIJがつかない.一二れらは古11会J母辺では，ft-然のも

のにiUってイFなすることは何めない.

，，'，ふズ然流昼l肢の年11:]のiI'H{を11下{p5)J以|海の似か

らSLると， 7，8，9)]に於いて他のJJにJtしず1干しく

Jf'})J1Iしている mi!IUl~!こ対応した僧jm!!勿Ja. lV[る時

期的な別加にも注行を犯するt~1こ忠われる.

パロマ写真昼図に写っている流星について: ll~減

方W;・;・;I;m弘一政11(!I! ~;t天文台〉 パロ7111天文台の

4811・1ショミットラ:以(訟でびした'j:fu忌悶ょにびって

いるifliIJ!.0)調査か1':>，it.(J.!のJ]別UJ現頻度，光j交rn主主，
色指数， 1.縫刊の能引なζを知るのが目的である 現在

までに到nしている588HLの写以にお色光で 59側JJ;
{!!j(:で 22j闘が与っている.びっている綴阪のilliJJ.!.は

.'，'で 3 .3 '31， 赤で 1.8~ j江iで一年のf炎、ドヵ;;tい.

ハインとワイマーの月縁図について: 広瀬/$紙 ・

μ判決之助(来ぷ天文f~) )]伐の不笠を補正する符

合，ワイマーの月符凶 (Paris，1952)がハインより

もJf'{j)えいが簡単であることを紺介し， 1950年 2月お

よび 12月のプレヤデス代泌総測の笠約結泉に両省・に

よるhliiEを)JUえて月の線、ド径のItlitE(llfを求めると，ワ

イマーによる均合lま 41"= ー 0~12 :l: 0':08 (p.e.)ハ
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インによると dr=+0'.'01土0':08(p.e.)となり， ワ

イマーの月総闘でtr.、期している刀の平均税不径が不明

なので，ょaedrのきEは両月H聞の平均線、ド径の遂に
よるものとも見倣されるが，いずれにしてもIJ，j告によ

る結果は0':1の初度ではよく一致することを示す.

月および太陽の質経の長年加速について: 関口信

講〈東京天文台〉 月および太陽の予均~V(絡の加速の

比の他が沼紛何より大きく外れていることは一つの問

題であった.1llポfはこれに注目し， (l))J および太陽

の加速の比は理論似にひとしいと仮定し.(2)月の質

経のBは最i!I2-300 ~l!聞を平均すれば O になるとの

仮定を絵てるという }j針で古代目食観測，記録を使用

し，月及び太~f，}の)Jn.i:llを ;;Rめ，両者の火事査の補正似を

dL(=494'.99+263':68T+17':6TZ+BN 

dLo =37':66+ 21':74T +2':7Tz+0 .0748Bs 

とした.この111'(は (1) さきに3王者が M~ および 82 淑

より求めた似に近い.く2)地磁気観測より求めた核の

運動に一致する.(3)プラウアーの総動の研究の結果

から見てBの大きさが妥当である，ミ事の紡栄をのた.

王手術J点付近の機周期運動: 青木信仰〈次大理〉 ハ

ミルトエアンシステムで連動方程式をよ5・え，さらに原

点が.;p衡点であるとする.この時ハミルトエアンは

く一般〉磁標，迎動量に関して11I級数になる.ここで

さらにこの方程式の解がリアプーノフの怠味で，安定

で田知性であると仮定すると，もとのヌj~J.主党はIEi\l\変

換で;fl翼線型 H=~)."x，.'y，，'の型になることがわかる.

ダヅシュは変換された後の一般脱税理!Jl)Jlよである.

感星よリうける小感星の非短周期策動の大きさにつ

いて: 秩山総(法政大〉 奴動変化と11年間との関係は

IVJかな定義はない.I J、l$!iiの場合，その変化の起る原

悶から，各惑!t!との会合周期と，平均辿拘の1手数凶係

から定まる~IJJIUI とが，主なt災動変化のj川JIJJと巧えられ

る .今各~E!との一会合J.<ðJ腕より 大 なる~gJ間のt反動

に，所消長年彼自VJを合めて，非短j巧j~Jjj(動とする.次

に 「各々の軌道は円軌道であり，一会合周期間内の侠

動変化1i!:の大きさは，この期間の相互の平均の阪総か

ら1立されるカに比例するJと仮定すると，その大きさ

が見つもれる.小T$@.ヒルダでIま，会合河期は水[L!.で

24年，土昆で 1Uド，他は 0.3.......8年となり，その聞

の!災動i訟の大きさはI *m.でー，土J!!.で百分のー，イ也
浪昼で千分の一以下の松度となる.

議差震動の方程式について: 古伝由労〈東京天文

台〉 地球の赤道耐と}jの軌道節の巡動の方程式を，

天体力学の永年以動の求め方と向織な刀法でkli立して
解いてみると，税法という現象は月の軌道I{Uの巡動が

足踏によって支配されているために起ることが分つ

た.i正って，例えば地球の))学LI古田中が 10ri;.こたつ
でも{].ii {J，のi型動は 10u'， I11 くはならない.

第 2日午前の郡

太陽箇現象写真の自動光電光装鐙の設計について:

治水 .1111 . 馬均斉('I!I;~λλ:台〉 フレア-J; t i'"~.1 

炎その他を 35mmフrIレム ・シネカメラ!こ L') j'Ef-" 

!liH'診した多くのIlhI，tlIの令市のれl色，f -~どれ肢の IllI mを

Jll'ìi~1こ日 1.い巡伎で以IJA::するのを:IJ ，'，当としていお.せの

一つのm去どして現(，:のテレビジョンb'fiXの11先uhjl/{辺-
tこ刀11，.、らJtてし、るフラ fンクλホ y ト・ス4γ ンニン

クソi弐によりフィルムのuhjIl，i i' ~.AË資総波 625 じで分

解.せしめf村会表を'llLs({，f ~;.に変拘し (lj倣することに上

って符1llli l(liの決度を測定するとともに各現吹の~r;it，"!'定

1111総{匁を水、ド2.5秒.il!1I'(2秒(3(削かりの分跡事1m吏

で測定し，また同時にじむ;r-，~1'1flllli本倣の各れIQ 別IIÌ'

の111ぽtをパルスま十数~に k り分島平均住 15 '1;; )j!~のttt;1吃

で測定するn動測光測定袋(況の試作ぷl:jft念行つ1.:.・
リオ型単光太陽写真剣Eについて: 時的状た.nパ

iI.!l~二(!10ft天文:fì") この制11[11}占lFlはじとし てひJI.H'-i

ヲ~1>l匁のi!l!統観測の~;~f\'1化をlIi'内としたもの と . 1952 

1f ローマでの I. A.U. 総会分円安LJ会のil~.，{~ . .その

1J淡の研究をムードン天文台がlll~ し ， JI~')江総1'1・b ・ "T

f伝となったものである.これは亦道儀式で，リ:1・フ

f IレターもI!用のH岨(、川崎，10.65 A) JItJi:"，付II~" で.
~!Jl)Jのないサイクノレのxm(旬以でY，ìんどすそてのftY!l'ドが

内Jl1)JI~'~に行われる.メ;陥{匁の大企さは l ÄぷJltlまのWIi

蹴で 16mmoでI 35mmフfルムに!W必ざれる.以
111時間は絞分光度，i十でn則的に刈殺される ')J:ju仙の
;(j)dlま./);結，/);絡の2)JI'iJで丸~fl:f1によゐ n例パラ ン λ

方式で行われ，そのねJ~'ょんに 1" である.コ1!~~JII:;t‘ ì!!

で判的には観測を 1-2分1111'こ1~~.災~'iií'lI~には ] 0

秒)'rj~ 30秒の間隔でその1111放合多く 111見ぐる itllJjtは

同II~'J'J'~込みのウエッヂá' ).~勾aとして行われる.

コロナグラフの試作結果とこ三の忽いつぎについ

て: 上山部〈生駒天文時物館〉 ・.'L;'EIl!念・足。:尚(大

阪工業技術試験1mベルーl!lファ ンカヨーJtl!H:物J1I'
似測J汚から同所にコロナグラフto'dl，山射11の汲('/1がゐる

ので1 m.!孤Iltjj!設定のためのJ制1¥'に鋭利なコロrグァフ
の拭作会行b、，釆絞!万のバt~Jt.ノ〈 Jえ・台 コロナ制ðNI~rのjfi

くでその試験を行った. 9)J 3 11. o303Aコロナt¥11織

を見ることが出来た.，(';1・改良したと.思える"".;'11

(])光球泌を反射し間外へ}i;を場〈以JH純をプアルミ

ナイズした熔倣シリ力rrJlJいた. IíJf~i併が金k4 ~liJfJf~

したものより平.1ftになりl欽Yとを減らすに役必った.
(2) 紡倣レンズは貼合せ 2~欠をJIl lt 、ると，す干兆/'1'糸を
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アプラナートにする解は叫られたレ.ニのため虫iufi

系を一級j材い，ー.Jíは対物レンス'の以弘 ~h:t て':'-行

光J4tにし，他方はこのjtを叉:~tてJU;rなく FJi{忽せしめ

るJiiU:'l京・った.かくするとさはリオ叩写のI弘色yi:.フ

ィノレターをf‘阿jJtJ.!!部分に{市人lてJlJい仰ゐ伎があ

る.このとき似持1111がJにきくなゐか. ニJ.tlょLak10 

~~Iいて必げる . ('3)刻・物レンスのuJfJ¥"ftrこIHL!l'jの代

りに ZnO~ ~fIJいた.

観測ロケット縛鍛周太陽銭外分光まま U ~について:

-oi(J ill4治 ・同むこ〈東京.R.ぷ{i) さきに試作['i'!を

発必したが今1111実際にt!7~去する 1[J\川‘完成して今極々

テスト中である. (J I・t.." よ i':~I!t 50 kmま」亡の大気オゾ

ンの狗W;:分布の以!IíÊと木肌'ßl1lトスベクトルの，ÐI~1iにあ

る. 11:向~，ま1ずのj泊りである.センコ ・ レプリカ 1"1抱if日i

~'í'純子〈分解能 ]5000. l.ti!!.i.WI!潟[1425mrn)，測定iltJミ

以 1900......3500A.ilitfJll"とれとの附必し，ローグ

リーシヤターのIII'転は.11!!ヒヘテレメーターされる ス

リゾト(，t仮によ.夫しjaw-mit'ror'¥'1と川向レンス念日立

えさせてある.フ 11レムiよ36mm  )\'(で JI~均時WJtl'!こ

40......50放のスペクトルヲμかJ11隠されるチ3iiである.

1955 ~字日食における太陽コロナの測光: 治J後国次

(!tujiX文台) rfiヴェトナムにおいてUftf，JWJに成功

した水~~B11の!l fff.により俗JTJ した木山コロナのびfiの

うち4~...<~iltlj}'tした.Jぷ点~illi/J 、JUJ ~す yること 2!..pで

めるが， J苦い 4本のì5'J(紙i とm~じめlに比られるお:しい極i

プラシュおよび コ ロナj修状(A可!と中 0. 27) から~~f\'!

的なぷi立引コロナであるとち・えゐ.仰l況中の術はみ:し

く1111< 6R以内では2智光のMiJE(主必1.:.(かない.lu:も長
い泌総tよ]]R までallJ光されl勾IU~ "1よJ6Rまで辿るこ

とがIII'I~~ くmし R は太附、制約.

太陽黒点の成長曲線について: '[1ドi-Jt.OU大J1JO

氷川mli.のl次長IllJ線はJi:}:~のJ戊J ~IIII~.Jílに比べて吸似

係放の制が拡がっているようにはえゐ.テン ・プルッ

ゲシ3ワーテ，フ庁ン・クリ ューパーくZs.f. Ap. 18 1938) 

はこれG:'-t!ーマン効以によゐものどといった.ミシヤ

ール (Ann.d' Ap. 161963) I:t "l・しい~'(111を行って両

J]の成長IUI総を一放させた.オーウ f〆ク(Zs.f. Ap. 

85 J953)はこの訟を乱流に似していゐ.ここではミ

シヤールの処ぷのモデルをflJt、て，Jしい併併を行った

が. IJJ)jのJJxI~t111総は一致しないように思われる.W

'Iitぺ!-マン効果を巧111l:して r~tl~(こ上ゐ ~jìl吃の11'"1大(おt

Y¥t， P.A.S.J.. in press) ~dl・t~( した . !，~~点には光}司:

より大・3 い~;t.ì況があるように忠われるが， :，:~令な紡糸

~f~るためには{ほうIí;の観測をしなければならない.

彩膚傷害毒とえ56!>>Aのコロナ黄線の関係: 厳内

治 ・ ぬi作放さ:(京大生駒IJJ太~Ib\il以!li90 .( 5694コロナ

災勾の出JJl(iII以{ま活照的黒点鋭敏の限られた部分に見

られるか，その位以Iま彩M爆発の出現他{F;とJt:前によ

く→致fる. しかも両現象をつなぐものとして以点性
フロミィ、ンλがある.これはちIに彩M爆発出現の際の

H陥íJl(~<.であり，また同時にj定色コロナにも不'''Jj誌の

ものとなっている.この関係がよ忍められるとなると，

1;Ji"Ì~.mの川・要J!iの向いものに怨きる線の似の拡がり

は火色コロナの縦波の示す高いiU伎が~~"干するのでは

ないかという・つの暗示を鑓供するものでゐる.

太陽大気における乱流の成層について: Î~ ;.tê径三

日11('l!!;υ;ぷ台〉 弱いフラウンホーファー総の~.e:~

からその校以if:放の絡協を求めて，その、ド例制の対辺

公h月:を~~ゐと . *jいお~ほど恥iが広< ，またj(;f.十:の持へ

行くほど情。iが広くなることがわかった.このことは，

大%のf!Irいところでのよ向きのおliれがi良いところでは

水平jíli!f!bに似る ， いわばお:状斑の ik~l\'1迎lfVJの行(1:を示

してし、ると}O!!.われる.

3000メガ鯵太陽パーストの特性: ぷ;1;J~望日~ (J!i京

天文台) 2800 Mc. 3000 Mcおよび 3760Mcの太陽

llli伐のパーストを1951{手より 1956年にわたって集計

し，その強さと頻度との関係を求めた.また多くのパ

ーストをモの'I!Iiさについて平均して，パーストの太陽

nfiにおける指JilJ特性念検討してみた.メ ートルi創作に

おけるノイズス トームの如き小パース トJtrの発生が，

3000メガ仰で観測されるか窃かな検討した.

9400 Mc ~!IIutì.皮の観測: 問中ぷ犬 ・布lii{j随'ia';(名

大~'iU研究所〉 マイク ロ波J，::附mi喰スペクトル絞測
の一向として伝近 9400Mc紡太附ffii疫の観測を開始

しf.:..'1:f.iJi式(1デ tツケの切彼方式であるが，従米
4000 Mcの災以と災る点11(1)アンテナにターンス

タイルIlll~~~JIIい， 4つの偏iJ!<hx分を切供えて受f:tで
きること.(2)・人ブJの切除にフ Tラデー』泌をJll¥，、たサ

ー キュレーターによる~ü気的切j新去を探刑したこと，

(3)その紡月以、わゆるほ検浪者が全くなくなったこ

と，(4) 1りt魚川 ilt訟を上げて利1!}iæ!lìlJ~並庁舎減少させ

たこと匂;とある.本年6月から 8月までの級品11)紛然を

3750 Mcの制iII'llll'(と比較すると， s成分の強さ〈フラ
ックス)l;t 3760 Mcの約0.6で.{~Jì佼tま 3760Mcの

tl}i'¥"より人・2く， 30 ~~程度のものが観測された.

ノイズストームのパーストとレベルの関係: 部合

途紙 (il!1;(犬Xu) ノイズストームのいわゆるレベ
ル 〈コンチニ A ーム〉が沢山のパース トの総合として

税lリ]IU米るかどうかを調べた.側々のパース トlま成る

H干支IJに生じ1砂位で街激的に減5遣すると，与え，このt京

市Mの1i1i";'1分持;，発生時間間隔の分布を政fffi仮定し，理

論的にこれて事パーストの集会波形が.平均的のまわり

-192ー



にどの様にふらつくかを，汁算し，:).l制されたノイズス

トームのふらつきの分のとJt絞した この~~~，ノイ

ズスト ームのレペルば'11.にパーストの総合としても潟

明出来，レベルがあてふらつきくし、わゆるパースト〉

の小さい時!t，パーストの発生頻度が多く側々の綴惚
ば小さい場合で，逆にレベルが{l!;くてふらつきの多い

時は，パーストの倒々の桜協は大きく て発生鎖伎が少

いf'J合と思われる.

CAurの食の観測結果: 悶制約ぬ ・中村強〈東京

天文台) 1955-56 {~の C Aur のft の綾測結~~の銀 、

合.J文京天文台の l?61サq!主主鋭で6侃のフ 1Jレターを

周いて光'ilidUJJtを行い， 1i-i波長についての光!吏1111似を

求めた.これによりi!}られたことは，

(1)皆既fεの初と終りで食の深さが一寸深くなる傾

向がある.く2)1.934午・以米の食を鍛1'l!すると，WZ光
のmllJ!n;次第に氷くなっていて， ]934 ~~頃と現在で
は約0.1日くらい契っている.(3)皆既の継続期間も

1934年以*次第に永くなってし、て，これを K似皐の

E多岐によるとすれば， その半径の膨~I~の'剖合は ]0 ~ 

に 1 l1~くらいである.

穴熊座W裂近後進皐の絶対光度について: 北村正

利〈東京天文台〉 大熊W ~盟近t主jilih1.で. "~1;{r巡勤と

共.il!iill心の視線速度が現(f.までに知られている以を用

いて，統計I~I~悦況をLI:lし絶対光度を求めた . 一[JJ 1'QÆ

Jlt知の4側のW!魁述畿の絶対光度と共に，この恨の近

傍述hlでは，観測されるスペクトル引にくらべて，主

系ダ11h{の平均絶対光度よりIIJいことを明らかにした.

Jl!にこのi夜間として，系をとりまく包彼内の'ill紛がス

ペクトルに及ぼす影惣を，与察した.

近幾速墨における物質の放出: 白畑正秋 ・北村・iE.

利(東京天文:ft) 近銭.i!.lihlの一方のh!がlV!RJ，tの場
合，質:13;を設問に失いつつ進化するというクローホー

ドやスー・ シュー ・ファンの湾えに従い，1¥'.111.ほ成分

を持つ近接辿iJ，誌で周期が.i!.Ii統的に変化している問つの

系につき，周期変化をど質放の減少のためと主与え，失わ

れる健室tの制度を計rr.した.特異hJ.βLyr~， 大熊

'Ws'j!己では説明がつかないが， vcepゃ TXHerの
虫nき嶋巨経連法では， !3~前年齢とくらべ，それ~.~無担

ではない結果を得た.

主系列皐の盆カ減光係数について: 細川ITUE(山

形大) BO-G2の各スペクトル引に対し光旅の吸収

を~.えに入れて， 従来の宙カ減光係数 仇 が修正され

た.これと先に同じ方針・で例都した弘.1i21減光係官!cX>. 

とを用い，主にB塑をi主E!il.
いてそれらの扱測1)光的梢円等熔~.目iír数沙が:t計十z鉱1された沙が:， 観測

111Iよりも一様に小さ過ぎる紡泉と必った.この食いち

がいばかえってぬliUこの，.=0.6，Yi.=lとすればめと-

iU!}'ゐことがてさゐ.

7:!t鑓のへる昼のモデル: 小Ju1.i弥(山人・教l¥:)・ド

!TI . .'gJ、('lf大男Jl) '1'かその迫化の過FJ!こ.tn、て.外
脳部からUl止を3たってゆくとい j{I_.{定!こ立って.いろ

いろの必かJl!i!.iなぷれている . そのようなn~{ìの. '11 

の内自ßt.V~~I'!/;な変化を調べるのが11的て J る.ここヲ

{まI 'l!lttの 30~ò のヘリウム '1' 心校が'Uミした

の，ホ {Jlr-シ品ヅ T ルツシルドのそテ Jレ (~l)l ; 1.2 

IDlo)から111党してI fl1itが.l.O， 0.8~1 ~ Iこ刈寸~

t号fTを .;t.~';( した . n~l::をーJt: lこ 1・tった川 f?と 1 1: 肉、ゐ

と ， ヘリウム rl '心桜の'1:.J去に/'1'コての，~，心部のì~WfWI

)m(まずっと少なく.(;{;って、何千，火:1巴l'のl1')))111 t I~i < Fr¥ 
かで， H-R ~1のよでの1也iìó;はわまり !Mかたい.

君事i1A緩と対涜E手術織を脅するaのモデル(.1): 一
柳均一 .~ilU有J9J ( .1[北大J1~) ~'fi仏核合イi I・る"ーの

そデルItチャンドラセカールの以採があっ ζ中心のでT

iLI核のn:，!:が全11:1託の約 12<jfT ~必えゐこと c t .l::!'¥汁ぽ

成上不可能であり， Jtlの進化{こ 1 1: う内郎附必の~{じゃ

諭ずる際の必須なj己がかりとし(}ljl、ら'tご・にた.これ

かかわらずそのiär.tへの段~併にl則してモヂルH~成ょの

立ぬからも不明のtまに放さJt(l、る このi必i'Jを・[.

デル織成のl'f.i恐から淵べる試みとして，てすぷF主力:ヵゥ

リングモデルの対流校の"IJ心fljlで次第にJ必nするもの
としてー述のモデルの系列を~I'W した. ここでは~~.ì'lt

、1<:衡外州と対流平衡の中間附では化学組IJli:1.i] .てある

とした.句協校，:t:~'i'lr，l:の約6~6J 光j度(t)Jウリング

モデルよりも約 0.5 ですIIYJ るくなるに~.ê'J'.チャンド

ラセカールの限界との111)になおIllJdがある.

12 Lncertneの内宮sH4澄: -~I)~;(Í'- ・ tðü(1ソ J/五(.j!

北大1111) 1lhtの大ぎいMの内flM.vt~研究の -)\:1 とし

て行った.特に Lacertaアソシ 4 ーシ』ンに以し.

sCMaj JI'!~光 J，! であ る ] 2Lac (M¥Ju.-6.G. fll.t 

13.5，、作1f9 . 0 を似;り の内njHm~~ しらべた. foiJ 1.[ 

は β21Uで主系列からぬかしか限れていないので今['11

はカウリング綴}t!~似〉起して.II)V以係数のケ ラー ・ メ

イ ヤロ ッ ト &~)IJいて lli・r:1: した. その*.j; .~~，小心i弘j免'

が 1.3・10'l'i!l.!tとなり級以'1光IJfをt夜明4るにj己りな

いことを匁!った a 今後化学級J戊および絞1¥'j'.;JfのtJ'.<民主f

加えて行くj"1Eでいる.

小惑星の変光幽線について (11): 竹内消火(.Jl!，;( 

天文台〉 小f$Jf.の22光11l1*'必のもつ特1'J'.fJ:. )< IfLi -'~J! 
な三紬不て予の紛円体力:形状制と似iいた利lのまわりに自

転していると与'えると"党IIJJすることが!J1)*{l.この似

Aの下に (39)LaetiLia の二つの:æ光iJh*ぶから I)~以の

方向くA，D)，自転劇hの形状事Ihからの傾きe，WPH4三の
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ま紬の長さの比 φ:b:ι等を求めてみた.結決は

A:: -52" D=十28~ または

A;-;::-49" D=-53" e:=2.~2 

α; b ; c =0.512 : 0.6鵠:0.468. 

~視逮』量航適正面の分初 (11): 石悶五J'II(東大玉虫〉

フィツセンの災r:!li!l.U誌のカタログ (UnionObs. Cil'c. 
No 100) より軌道~~の綴災なもの 151 仰について

前回のみ;n燃機系についての似を銀河尚頗に変換し緩

の分布のJド}様性会検定した.;;ヴタロク'q~祝祭の111'(に

より，犯向jf.40pc にてj~i止のこつに分摘し，叙級につ

いては570，237ンにて分け，銀河糸の内，外li1Jきに分

類した給処は次の立11し.

I ~;I _ ~ア;;-~-I -P{i3/7.2i
イ :i!i: 内 84 19.15 0.12 

同 ;!i: タト 74 21.84 0.06 

，、 ~ 1"古 74 14.63 0.35 

』 述 F十 70 22.22 0.05 

会 f本 (偽ljriJHH.'?n 302 26.93 0.02 

余 体〈劾;i(i.}視線〉 302 19.11 0.12 

球状..図の大きさと~間運動ヱネJレギーとの関係に

ついて: 大lI~n:_[IYj (水防部).1954年スーシューフ

ァンは球状~il閉のn:i立学後関係から球状態閉の内部連

動と!~土筏との{剣係がコノレモゴロフの乱流スペクトルを ・

あらわすことを明らかにした.ここでこれを笠間ill!l1lh

エネルギーと2阿茶との!鮒係e:'求めて，その問に乱流ス

ペクトルが検出されるかどうかを見た.その紡泉，ス

ーシューファンのお可決と同総)jtの分散度をもつが，ほ

ぽスペクトルを泳1・*，.'iJ.l~が紛られた /

三角蔵昼SlM38の質量分布: 楠瀬火.iむ郎(旋ボ天

文;合) 1Iすに銀河系やM81について拭みたと|吟じく控

室主の古手術瓜illÏはJ~心細似な阿松崎PJ体孤15，その総}支

は中心からの阪府ffiと J~に正対Ut!で減少してゆくよラな

モテ'ルによる解析を M33(とも適用した.MS3の釘j属議

指数としてはパーデのN&ltni有(1966)24.15を採用

しP メ』ヨールとアラ』の観測，~約にかかるこのおi

1sの回l転泌J~dh総 Q942) をよく表わすようにモデル

のパラメーターをさめた， 'ib'rr分布の正~l曲線の分散

は2.0kpc，総俊綴;が 0.044xlOIlMoとなる.
アンドロメダ..IIM31の質量光度比分布: 高瀬ヌ

志郎 OUJT:天文台〉 自iiに求めたM31の努度分布(本
1ち7n~) とレ γ ドマン ・ シャーリーによるその淡i百i

光Jß:分おく1 937) から，この縫;袋の~:tま光度比分布を

求めた.M31の納長J:tとしては，いくつかの績むき

に見えるく吋ge-on)ìl!~状1F.裂から総Eをした 12: 1とい

う械を仮定し術肢を視線上{こ検分しで，中心からのい

ろいろな距総の所の渓間続度分布(太陽!質五k単位〉を

出し，一方レッドマン ・シ ャーリーの表耐光度分布。nll'J/sec2ljH立)を， M31 のWl!~指数 例 -M=24.26

〈パーデの湾C'J:iすがoと (MO)P7=5.26およびポグソ
シ式から太陽光度単位に換~:して，両者の比を計算し

た.M31の佐:J7C)'(:1Jt比は中心からの!:'E総に対してほ

ぼ一定で 50-60(Mo/L0)というI1肋:得られた.

銀河稽における Spacereddeningについて: 鏑

木政i妓〈京大理〉 位箆の空間分布を研究する初会に，

従3託銀河吸収例の街度が一様で，そのJrI.さが一定であ

ると仮定して，'!ii問吸収による距隙の111HEが加えられ
てきた. しかし最近'il!:i政彼自由jなどによる水素ガスの分

布状態を見ると，必ずしも一線ではなく，そのj与さも

一定ではない.この研究では，銀河;~~に分布する B~!

島の色i邸泌を材料として皐問物質の空間分布を調べて

みた.研究に月)1，、た材料はステピジスーハッファーーウ

イットフォード(1940年〉によるウォシ zパーンおよび

ウィルソンI1J両天文台の観測(1332仰のB:'J'!皐)，シ

ノレトージ々 クソン (1951)による付jアフリカヨハネスプ

ノレクのエールーコロンピヤステーションの観il(IJ (848 1T~ 

のB ~t!星，モルカ'ン『コードーウイットフォードく1955)

によるヤーキスおよびウォシュパーン両天文台の観測

く1270仰のB型暴〉であって，これらの星の色指数はす

べてステピンスーハッファ一一ウ ィγ トフォードの系に

改訴し，さらに色指数の線総イ|立を後し引いて偲々の昆

の色超過を求めて， ~!河;~Wにおける昼間物質の分布状

態を研究した.その結果によれば，銀河絡における昼

間物伎の分布は大体において銀河系外延ffiの Zoneof 

avoidanceと一致し，特に銀河系の中心付近(射手

磁)と白鳥践の方向において税衝であることをf示して

いる.また銀河l吸収JfflのJi/.さが-Jさであるという仮定

は妥当でないものと考えられる.

高速度皐: 松波存i:'，ヰ主(波大理〉 銀河系の銀河ifiiに

miilな方lnJへの鉱がりを示すもののーっと してi匂i進度

昆をとり，そのWt避を考えて銀河町からどの伎のii総

にまで途する可能性があるものかを考えた.シュ γテ

ヵ:求めた軌道を利用すると軌道傾斜がlPより大きし¥

81 似のi窃迷度比の中，銀河崩から 2~3kpc に返する

返が 30，3-4 kpcに巡する獲が 17ある. またその

軌道傾斜が20。以下の誕の近核点ru荷量{ま大'1、様々 であ
るが20。以上のE訟のは粉々小さい.これはお速度暴と

銀河核との間に直後の関係がないという2与えを大体硲

かめることになる.スペクトルを吟味して級官矢立のみ

につき詳しく軌道を求めるのがよいと思われる.
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一一一一月報アルバム写真説号

1 北納l す~i ]3 禾k111 自在 25 小林宏忠 37 純白~j 繁<<5 49 王寺延長 国治 61 今井消ー

2 安浴場一 14 広湖秀幼: 26 鈴"主総一 38 WII!l1.一郎 50 /J2.ffi iE久 62 綴 i京-M

3 Yli 7~ 思;1 15 ~処川銀三 27後政 巡 39 :l'i久保茂 51 加雌亀三郎 63 i隼オτ 3も
4 *!JlJ' 良平 16 nll滞忠彦 28 (時的 "lfJ市 40背* JEI匁 62 術11山滋之締 64 大協似明

5 坂本給問自(1 17 1(1111 忠一 29 弓 滋 41 村上ラ~:QII 63 一戸・ 1待機 66 王宮夜 目 I ~ち

6 11111 !E.知 18 ;fllll 東一 30 ff.}I( 家伝 42 白木 in次 64 ，:5海文官、郎 66 悶錫決議
7 7:~ffl!.政旬 19 牧 111 u 31 到IIr(. 武夫 43 続勝 事予 65 ~'f内~:ri!失 67 下m l{!l1. 

. 8 停~ I: 忠ニ 20 ;jまLkli氏二J1(1 32 IJ、lる低調幅 44 山下級lE 56 nru 1，必湖 68 ~f::約l イ~nfl

9 t臨m 倣nJl 21 以m ~冶逃 33 おru 3J.nIl 46 松波低学 67 ず';* fJ仰 69 瀬戸学炎

10 m先日尖 22 須川 す3 34 r刻1:1路市 46 近磁波之 68倒防I 主主 守O 原 気l'!J} 

11 倒氷 i政地主 23 i主111伊之官 36 飯ぬ 議官影 47 切D1 íE~ 69 絵本修治

12 桜内 m 24徳弘 教 36 米先鋒Sn!1 48 石井 久 60 r~鍋込之助
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